
5－13 「認知症を知る1年」キャンペーンについて   

昨年12月24日に「「痴呆」に替わる用語に関する検討会」報告書がまとめ  

られ、同日付老健局長通知により、「痴呆」という用語を「認知症」に変更する  

ことをお知らせし、1年を迎えるところである。これまでの間、各自治体や関係  

団体、報道関係者のご協力もあり、「認知症」という用語については、広く周知  

されたと考えているところであるが、認知症に対する正しい理解の普及について  

は、今後もさらなる取組が必要である。   

認知症に対する正しい理解の普及を目的としてスタートした「認知症を知る1  

年」キャンペーンについては、  

① 「認知症サポーター100万人キャラバン」による住民一職域・学校講座  

② 「認知症でもだいじょうぶ」町づくりキャンペーン2005  

③ 認知症の人「本人ネットワーク」支援  

④ 認知症の人や家族の力を生かしたケアマネジメ 

等の事業を進めているところである。   

今後、平成18年2月4日（土）に、第2回目の「認知症になっても安心して  

暮らせる町づくり100人会議」を開催し、事業の進捗状況等について報告を行  

う予定としている。また、同会議終了後、「町づくりキャンペーン2005」の  

表彰式を行うこととしている。表彰団体等の選考結果等については、資料をご参  

照されたい。   

なお、各自治体並びに関係団体等から、問い合わせをいただいた「認知症サポ  

ーター養成講座」の開催要件等については、資料をご参照されたい。   

また、「キャラバン・メイト養成テキスト」及び「認知症サポーター養成講座  

標準教材」を配布するので、今後の養成講座の企画・立案等に活用願いたい。  
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